
アンケート結果「保健室から見える子どもたち～メディアとの関わり」 

 

＊記述回答以外のグラフ 

 

 

 

 

 

 
 



3 今年度の保健室利用件数 

回答 192 校 平均 約 354 回 

最大値 1,780 回 

最小値 4 回 

 

 

 

 

ここからは、経験年数が 1 年未満の方は、着任して今までの期間で、また、異動初年度の方は、前任校

の状況なども併せて、それ以外の方も、ここ 2～3 年の児童生徒の様子をお答えください。 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 
 

 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 



アンケート「保健室から見える子どもたち～メディアとの関わり」

経験年数による結果と症状の増加 

 

１．アンケート協力学校種別 

 

 

 

２．学校種別学校規模 
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３．養護教諭の経験年数 

 

 
 

 

養護教諭の経験年数（全校種） 
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小学校の経験年数で見ると、経験年数が 10 年未満の養護教諭がほぼ全員が 1 割から 2 割以

下で回答しているのにも関わらず、10 年以上の経験年数の養護教諭になると割合が多くのなる

のがグラフから分かった。つまり経験年数が多いほど子ども達の変化が大きいと感じているよ

うだ。 



 
 

 

 

 

 

 

 

中学校経験年数 
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中学校では、ネット長時間利用傾向が増えるためか、経験年数 10 年以下の養護教諭のネット

長時間利用者の保健室利用割合が増えているようだ。中学校も経験年数が増えるほど保健室利

用割合が増える傾向にある。 
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全校種で見ても中学校と同じ傾向があるように感じる。 



４．学校規模と長時間利用 
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長時間利用による症状（小学校） 
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５．長時間利用による症状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

長時間利用による症状（中学校） 
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６．症状の増加 

 

長時間利用による症状（全校種） 
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小学校 中学校 

小学校６年間で心身の不調が中学生よりも大幅に増加する傾向がある。特に、睡眠・視力・疲

労・不安・生活習慣の乱れなど、日常生活に密接に関わる症状で顕著な差が見られる。グラフの

逆転は中学生の「起立性調節障害」が少し小学生の数値を上回るが、これにつきましては、小学

校からの家庭での改善がみられず、生徒の症状から受診対応によって、「起立性調節障害」という

病名がつけられる場合と、養護教諭の経験上の見立てになるのではないかと推察される。 



７．学校種別経験年数による種別増加 
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小学校経験年数が 20 年以上の層（赤色バー）の方が、ほとんどの症状で高い割合

を示している。 

→ 長年教 現場に関わってきた人ほど、心身の不調を感じている可能性が高い。 

学校種別経験年数による種別増加 



 
 

 

 

 

8-1 質問 7 の項目のうち、ネットやゲームの長時間利用の影響と思われる症状はありますか。あなた 

が 1 番多いと感じるものをお答えください。 
 

中学校経験年数による症状増加 
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→ 長年教    現場に関わってきた人ほど、心身の不調を感じている可能性が高い。 
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